
 

第７回長沼町一体型義務教育学校開校準備委員会 会議録 

 

Ⅰ．日 時 令和７年６月５日（木） １８：００～１９：００ 

Ⅱ．場 所 長沼町役場 ３階 第１・２会議室 

Ⅲ．参集者 

委 員 １２名 

事務局  ６名 

 

Ⅳ．議事内容  

１．開 会 小林課長 

 ２．議 題 八栁委員長が議長となり議事を進行。 

（１）制服製作にかかるプロポーザルの実施について 

【非公開議題】※プロポーザル公募前であったため 

事務局より資料に基づき説明し、グループワークを実施。 

仕様について、制服のタイプはブレザータイプとし、スラック

ス・スカートは生徒で選択できるなどジェンダーフリーへの対応

に配慮。 

今回は制服のみのプロポーザルを実施することとし、ジャージ

については現デザインの製造が今後も継続可能であるか、同じ品

質で価格を下げることが可能であるかも含めて検討し、次回以降

で判断することを予定。 

  

（２）校章の製作について 

事務局より資料に基づき説明し、グループワークを実施。 

児童生徒から校章の素材を募集し、デザインを依頼する意見や

校名選定のように町民に広くデザイン案を募集し、児童生徒のア

ンケートにより決定するという意見があり、事務局で整理の上、次

回以降で事務局案を提示することを予定。 

（３）校歌の運用について 

事務局より資料に基づき説明し、グループワークを実施。 

校歌を歌う場面は主に儀式的行事であることを踏まえ、現在の

校歌を継承しつつ、全校児童生徒が歌える歌があるとよいという

意見などがあり、次回以降で懸念事項への対応を含め、整理して提

示することを予定。 

 

 （４）教育目標について 

事務局より説明。 

  教育目標については、小中一貫推進委員会で検討し、開校準備

委員会に報告することを事務局から提案し了承。 

  今後、教育目標についての児童生徒アンケートを実施予定。 

 ３．その他 なし 

４．閉 会 八栁委員長 

以上 

 

 

 

 



 

■各議題にかかる質疑応答一覧 

 

○議題（１）制服製作にかかるプロポーザルの実施について 

 

グループワーク実施 

 

A グループ 

 

ジャージについては中学校のアンケートでは既存のデザインがよいという意見

が多いこともあって、基本的には今のデザインが今後、製造できないようなやむ

を得ない理由があるのであれば変えるが、今のジャージを継続していくのがよい

のではないかという意見であった。また、今のジャージには長中のロゴが入って

おり、それを取ったりすることは必要であるとの声もあり、マイナーチェンジく

らいの変更にしていくのはどうかという意見であった。 

 

 

B グループ 

 

基本的には A グループと同意見であるが、プロポーザルによって今のジャージ

の性能のまま、値段を抑えて作ることができるのであれば、変えてもよいのでは

ないかという意見であった。プロポーザルにジャージを含めてしまって安い価格

帯で且つ同じ機能で提供できない場合は変えないほうがよいので、そのあたりを

聞いた上で、決定していきたいという意見であった。 

 

また、プロポーザルの仕様について、ワイシャツ・ポロシャツについては指定

品としないとあるが、店頭でどのようなものを買い揃えたらよいか迷うこともあ

るため、推奨品を示すことも必要ではないかという話があり、その旨を一文加え

てはどうかという意見であった。 

 

※推奨品の件についてはメーカーと今後協議していく旨の注意書きのような記載

で修正予定。 

 

 

○議題（２）校章の製作について 

 

グループワーク実施 

 

A グループ 

 

まず、いろいろな面からデザインの検討を続ける上で、言葉であったり、長沼

であればアルファベットの N を入れてみたり、また町の緑を象徴する植物であっ

たり、ワードなどをいろいろなところから、募集して集約したデザインをもとに

業者に委託したり、美術部にお願いしてはどうかとの意見があった。 

 

 

B グループ 

 

新しい学校が子どもたちだけに留まらず、町民にとっての一つのシンボルとな



ることもあるので、校名選定の時のように町民を対象に公募し、児童生徒の投票

によって決定する方向でいくのがよいのではないかという意見であった。なお、

投票などの基準については低学年の場合、判断が難しいところもあるので配慮が

必要である。また、複数の候補のデザインを掛け合わせることも起こり得るた

め、予め公募の段階で説明していく必要があるとの意見もあった。 

 

○議題（３）校歌の運用について 

 

グループワーク実施 

 

C グループ 

 

現状において学校現場では、小中学校ともに儀式的な行事で年数回使うが、一

番よいのは統一したものあったほうがよいという意見であった。また、校歌を使

用する回数が少ないので将来的にはなくなることもあり得るのではないかとの話

から、町の歌を作ってみてはどうかとの意見もあった。 

 

A グループ 

 

校歌がなくなることに対して寂しいと感じる方は卒業生を含め、いろいろな方

がいると思うので何らかの形で残しいくべきではないかという意見があった。長

沼町でもこれまでの歴史の中で、多くの学校が統廃合され、現在の小中学校の校

歌は概ね１０年以内の歴史があるが、今後の義務教育学校はこれ以上、統廃合が

ないので、５０年、１００年残ることを考えると、やはり一つの校歌にしたほう

がよいのではないかという意見であった。 

 

B グループ 

 

今の小中学校の校歌を残す形でいいのではないかという話が出たが、児童生徒

全員が歌える歌があってもいいのではないかという意見であった。中学校の校歌

を考えた時に小学校一年生が歌うイメージが沸かない。一方、今の子ども達は大

人の歌に早くから馴染んでいる文化もあるので、もしかしたら歌えるのかもしれ

ないという話も出た。歌詞が長い歌は必要がないので、１年生から９年生まで一

緒に歌える歌があるとよい。歌詞に校歌が入っていても、無理に変えるよりは子

どもたちが馴染んでいる形で残していったほうがよりよいのではないかとの意見

もあった。 

 

○議題（４）教育目標について 

 

質疑なし 

 


